
 
〈解説〉                                           

（１） 

〈図１〉のように補助線を引きます。 

 

〈図１〉※８個の直角三角形は合同 

正方形 EFGH の面積は１０×１０＝１００(ｃｍ２) 斜線部の正方形の面積は２×２＝４(ｃｍ２) 

三角形 AFE の面積は（１００－４）÷４＝２４(ｃｍ２) 

よって AE×AF は 

２４×２＝４８ 

AE と AF の差は２なので 

AE＝８、AF＝６ 

AD＝８＋６ 

 ＝１４(ｃｍ)・・・（答え） 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ★今週の１題★    平面図形       ～解説～ 
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〈図２〉

〈図３〉

（２） 

三角形 PQS と三角形 RQS を折り返し、さらに辺を延長して〈図２〉のように正方形を作りま

す。 

 

 直角三角形 PRV は斜辺が１３ｃｍで、辺 PV と辺 VR の差が７ｃｍです。 

それを踏まえ、（１）と同じような正方形を作ったものが〈図３〉です。 

（１）の要領で大きな正方形の１辺を求めると 

（１３×１３―７×７）÷４×２＝６０ 

積が６０、差が７の２数は（１２、５） 

よって〈図２〉の TQ は 

１２＋３＝１５ 

求める三角形 PQR の面積は 

１３×１５×１/２ ＝97.5（ｃｍ２）・・・(答) 
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